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虐待の連鎖
―男女による比較―

眞田英毅（東北大学）

キーワード：体罰，虐待，世代間連鎖

問題と目的

子どもの虐待は，いまなお，世間の注目を集め

ている。厚生労働省の調査では児童への虐待件数

は右肩上がりである。多くの親は，体罰をしつけ

と称して行っており，それが結果的に虐待へとつ

ながるケースが多い。このような状況を改善する

ため，2019 年 3 月には親による体罰を禁止する閣

議決定もなされた。親による体罰や虐待は暴力的

行為を用いているという点で共通しており，かな

り似通ったものである。本研究は，なぜ人々はし

つけと称して暴力的行為をもって子どもをしつけ

るのかを世代間連鎖の観点から探索的に明らかに

するものである。

先行研究

身体的虐待（体罰）に関する先行研究は日本で

も数多くの蓄積がある。例えば，吉川（2000）や

新家ら（2004）によると，多くの親が「殴る・蹴

る」は虐待であると認識するも「叩く」などの行

為は虐待とみなさないことを指摘しており，金

谷・杉浦（2006）はほとんどの母親（96.6%）は

ダメージの少ない身体の部位に体罰を伴うしつけ

を行っていることを明らかにしている。国際的に

みてみると，子どもの虐待の世代間連鎖は 30%程

度といわれており（Kaufman and Zinger 1993），暴

力経験のある人は親や教師の体罰を容認しやすく，

他にも体罰容認には性別，保守的な考えなどが影

響している（岩井 2003, 2010）。
このように先行研究は示唆に富むものの，男女

における暴行経験の受けやすさ（細坂・茅島 2017; 
Stein et al. 2013）や，世代における体罰への意識

の違いを十分に考慮しているとはいえない。男性

の方が虐待を受けやすいにもかかわらず，女性の

方が虐待を行っているということを考慮すれば，

日本において世代間連鎖が成り立っているのかに

関して疑問が残る。本研究は，これらの先行研究

では等閑視されてきた，性別による体罰の受けや

すさの違いに着目して分析を行う。

データと手法

データは「第 7 回生活と意識についての国際比

較調査」（JGSS-2008）の面接票と留置 B 票を用い

る。この調査では，2008 年 8 月 31 日時点で満 20
歳以上 89 歳以下の全国の男女を対象に，層化二段

無作為抽出法にて標本を抽出している。回収率は

60.6%である。

分析手法は二項ロジスティック分析を用いる。

従属変数は，親による体罰の許容度である。この

変数は，JGSS-2008では 5件法でたずねているが，

賛成の方にかなり分布が偏っている。そのため，

「賛成」「どちらかといえば賛成」を 1，「どちら

ともいえない」「どちらかといえば反対」「反対」

を 0 にするダミー変数にした。独立変数は，岩井

（2003, 2010）を参考に性別，年齢（コーホート），

教育年数，大人から暴力を受けた経験，15 歳時の

世帯収入，親の教育年数，親のしつけの厳しさ（5。
厳しい~1。やさしい），保守政党支持ダミー，子

どもの教育責任，主観的幸福感，政治的考え，子

どもの有無，性別を投入した。

結果と考察

男性では大人からの暴力経験がある人は子ども

への体罰を許容しやすい。また，男子ダミーが有

意な正の効果をもっており，男の子がいる人は，

いない人よりも体罰を容認しにくいことがわかっ

た。他方，女性では大人からの暴力経験は有意な

効果をもっていない一方， 歳のコーホート

は有意な負の効果をもっており， 歳のコー

ホートより体罰を許容しにくいことが明らかにな

った。また，女性では子どもの教育責任も有意な

正の効果をもっており，学校よりも家庭に教育責

任があると考える人ほど，体罰を許容しやすいと

いえる。

今回の結果より，以下のことが考えられる。男

性は被暴力経験が高く，その自らが受けてきた教

育を学習し，子どもにもそれを適用しようとして

いる。しかし先行研究では実際に，女性の方が虐

待している割合が高いことが明らかになっている。

これは男性が育児に関わる時間が少ないことが影

響しているのだろう。つまり，女性は暴力経験を

受けておらずとも，育児のストレスなどで虐待を

行っていると考えられる。

付 記

日本版 General Social Surveys(JGSS)は，大阪商

業大学 JGSS 研究センター（文部科学大臣認定日

本版総合的社会調査共同研究拠点）が，東京大学

社会科学研究所の協力を受けて実施している研究

プロジェクトである。
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児童のテレビゲームの使用が社会性・攻撃性に与える影響
―ゲームを行う人数と社会性・攻撃性の関係―

大島清史（千葉大学大学院）
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問題と目的

近年，不登校児童の増加が問題となっており，

要因も様々である。その中の一つには学校や学級

といった集団に適応できないことが上げられる。

相川（ ）は，社会的スキルの低い子どもは，

仲間からの無視や拒否を受けやすく強い孤独感や

抑うつ感情を抱きやすいと述べている。そのた

め，集団に適応できなくなる児童の特徴の つと

してとして社会的スキル（ ）の欠如

が挙げられる。

社会的スキルを高める要因は様々あるが，誰も

が経験をし，近年大きく変わってきているもので

ある「遊び」について着目をする。近年は屋外で

遊ぶことよりも屋内でテレビゲームを行うことが

増えている。遠藤ら（ ）では外遊びを行うこ

との方が社会性は高くなり，集団で遊ぶことが社

会性の発達につながると述べられている。社会性

だけではなく，屋内で遊ぶ児童の攻撃性が屋外で

遊ぶ児童よりも高いと述べられている。

そこで本研究では，小学生の児童を対象とし，

テレビゲームの使用状況を調査すると共に，テレ

ビゲームを集団で行うことが，重要視されている

児童の社会性・攻撃性に与える影響について検討

をするものである。

方 法

調査時期 年 月に実施をした。

調査協力者 千葉県Ａ市の公立小学校 校に在籍

する ・ 年生 名（男子 名，女子 名，

無回答 名）を対象とした。

質問紙 以下の①②③からなる質問紙を使用し

た。

①テレビゲームの使用状況に関する項目 週間

使用日数や使用時間，使用しているゲーム機など

の 項目。

②社会性に関する尺度 瀧口ら（ ）の学校現

場における児童の社会性測定法による調査項目の

一部を使用した。「機能面」 項目，「情緒面」 項

目の計 項目。回答は 件法である。

③攻撃性に関する尺度 坂井ら（ ）の小学生

用Ｐ－Ｒ用質問紙から一部を使用した。「表出性攻

撃」 項目，「不表出性攻撃」 項目，「関係性攻撃」

項目の計 項目。回答は 件法である。

手続き 各教室で教員が読む説明文を作成し，そ

の指示のもと，質問紙の回答を行ってもらった。

結 果

社会性・攻撃性の関係 社会性は機能面・情緒面

社会性の 項目，攻撃性は表出性攻撃・不表出性

攻撃・関係性攻撃・攻撃性の 項目それぞれの平

均得点を算出し，テレビゲームを行う人数との相

関関係を検討した。その結果，社会性 項目，攻

撃性 項目それぞれとテレビゲームを行う人数の

間には有意な相関がみられなかった。

社会性に与える影響 各学校とテレビゲームを

行う人数の 要因分散分析を行った結果，人数の

主効果は有意ではなかったが，学校の主効果は

（ ， ） ，＜ で有意となった。また，

学校とテレビゲームを行う人数の交互作用（（ ，

） ， ）も有意となった。下位検定

の結果， 校中 小学校においては， 人でゲー

ムを行う群・ 人でゲームを行う群ともに（ 人：

， 人： ） 水準で 人以上でゲー

ムを行う群を有意に上回っていた。

次に人数別に注目すると，「まったくしない群」

「 人でゲームを行う群」「 人以上でゲームを行

う群」において，その他の人数より有意に情緒面

の点数が高かった（全くしない： ， 人：

， 人以上： ）。

考 察

今回の調査を行った地域は地方であり，各学校

の児童数や学区の広さなどの特性がとても強いこ

とが考えられる。その他にも地域の特性自体もそ

れぞれで異なっている。そのため分散分析では学

校の主効果が有意になった理由であると考えられ

る。

人数では 人以上という大人数で行う中で，お

互いを助け合ったり，コミュニケーションを取り

合ったりする機会が増加する。その中で相手の気

持ちを考えながらやり取りをするため，情緒面が

有意になったと考えられる。 人では 人以上の

時よりも常にお互いにやり取りをするため，同様

のことが言えるのではないかと考えられる。しか

し 人や 人の場合では有意差が出なかったた

め，人数が増えることが社会性の向上につながる

とは考えにくい。

今回は学校の特性がとても強い地域での調査だ

ったため，比較的特性が弱くなるであろう都市部

でも同様の調査を行う必要がある。

― 640―


